
2003年出土の木簡
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在
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郡
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保
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２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
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１３
）
六
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１

一
〇
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３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
石
川
智
紀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
、
古
代
の
沼
垂
郡
と
磐
舟
郡
の
郡
境
と
考
え
ら
れ
て
い
る
荒
川

左
岸
に
位
置
し
、
胎
内
川
扇
状
地
の
扇
端
部
付
近
に
所
在
す
る
。　
一
人
八
八
年

に
海
岸
砂
丘
を
横
断
開
削
し
て

日
本
海
に
向
け
て
放
出
さ
れ
る

以
前
の
胎
内
川
は
、
砂
丘
に
平

行
し
て
北
上
し
河
口
付
近
で
荒

川
と
合
流
し
て
い
た
。
そ
の
名

残
と
も
い
え
る
の
が
、
遺
跡
の

知

近
く
を
流
れ
る
乙
大
日
川
で

中

ぁ
る
。
こ
の
旧
胎
内
川
の
流
路

移
動
や
氾
濫
な
ど
に
よ
り
、
本

遺
跡
は
水
辺
に
近
く
浸
水
し
や
す
い
立
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
遺
跡
は
複
合
遺
跡
で
あ
り
、
木
簡
が
出
土
し
た
土
層
ょ
り
下
位
に
古
墳

時
代
前
期

。
後
期
の
遺
物
が
出
土
す
る
Ⅲ
層
と
、
さ
ら
に
下
位
に
縄
文
時
代
後

期
の
遺
物
を
包
含
す
る
Ⅵ
層
が
あ
る
。
木
簡
は
旧
水
田
耕
作
土
に
あ
た
る
Ｉ
層

の
下
半
部
か
ら
出
土
し
た
。
Ｉ
層
の
下
半
部
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
行
な
わ
れ

て
い
た
牛
耕
に
よ
る
攪
乱
が
著
し
く
、
平
安
時
代
の
須
恵
器
か
ら

一
人
世
紀
を

中
心
と
す
る
近
世
陶
磁
器
片
ま
で
が
出
上
し
て
い
る
。
Ｉ
層
か
ら
は
こ
の
他
に
、

砥
石
数
点
と
輸
入
中
国
銭
な
ど
も
出
上
し
て
い
る
が
、
近
世
陶
磁
器
の
大
半
が

Ｉ
層
下
半
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
も
近
世
に
属
す
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
ｏ
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□
日
□
」

。
「
〇
一日日‐‐日］　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＯＯ
〉〈∞〇
×
卜
　
〇∽Ｐ

上
端
部
は
水
平
に
切
断
し
、
下
端
部
は
両
側
か
ら
削
っ
て
先
端
を
尖
ら
せ
る
。

上
端
か
ら
約

一
伽
下
に
直
径
三
ｍｍ
ほ
ど
の
穿
孔
が
施
さ
れ
る
。
こ
れ
を
通
っ
て

上
端
か
ら
約
七

・
五
伽
下
ま
で
縦
に
割
れ
目
が
入
っ
て
お
り
、
左
右
に
裂
け
て

い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
裂
け
目
に
対
応
す
る
刃
物
痕
な
ど
が
上
端
面
に
見
出

せ
ず
、
ま
た
年
輪
に
沿
う
柾
目
方
向
に
割
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
に
伴
う

人
為
的
な
行
為
の
結
果
と
は
考
え
に
く
い
。
両
側
面
に
は
特
に
調
整
の
痕
跡
は

見
ら
れ
ず
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
た
め
に
削
っ
た
刃
物
痕
だ
け
が
残

っ
て
い
る
。



表
は
刃
物
に
よ
る
明
瞭
な
削
り
調
整
に
よ
つ
て
滑
ら
か
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
裏
は
墨
痕
の
範
囲
に
の
み
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。

墨
痕
は
発
見
時
か
ら
薄
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
墨
が
落
ち
て
し
ま
い
、

赤
外
線
装
置
を
用
い
た
観
察
で
も
、
表
の

「七
」
が
判
読
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

二
文
字
目
は
人
偏
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
寿
の
部
分
に
は
ほ
と
ん
ど
墨
痕
が

残

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
下
に
つ
い
て
も
残
画
と
思
わ
れ
る
墨
痕
は
赤
外
線
装

置
で
見
出
せ
る
が
、
極
め
て
わ
ず
か
で
あ
り
、
文
字
数
す
ら
確
か
で
な
い
。
裏

面
も
同
様
で
、
わ
ず
か
に
墨
痕
を
確
認
で
き
る
だ
け
で
判
読
は
で
き
な
い
。

形
状
か
ら
荷
札
的
な
使
用
方
法
が
推
測
さ
れ
る
。
字
体
も
草
書
に
近
い
ほ
ど

く
ず
さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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